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1. はじめに

　先に我々は，コンピュータのグラフィックス機

能を利用して有機化学反応を動的に表示すること

が反応機構などの理解の助けになったことを報告

した（1996 年）。

　グラフィックス機能以外のコンピュータの特徴

のひとつとして大量のデータの蓄積が可能である

こと，必要なデータをすばやく検索できることが

挙げられる。化学の分野においてもコンピュータ

による文献検索や化合物の検索などは研究を進め

る上で必要不可欠なものであり，多くの化合物

データベースや検索ソフトなどがある。しかし，

それらのデータベースはいずれもデータがあまり

にも多すぎることや利用コストなどの面で学生実

験の際に手軽に利用できるものではない。そこで

我々は学生実験や通常の講義などの際に手軽に利

用するために有機化合物の性質などの簡単なデー

タベースを作成した。本報告ではそれらの化合物

のデータベースの作成とその利用，化学英語の単

語集の作成とその利用など，コンピュータ上での

データベースの作成とそれを利用した結果などに

ついて述べる。

2. 使用装置および使用言語

　パソコン：PC- 9801 シリーズ（NEC）；言語：N

88 BASIC（86），QUICK BASIC（MS-DOS）

3. データべースの例
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3. 1 テキストベースの化合物データベース

　市販のデータベースソフトや表計算ソフトを利

用した化合物データベースの作成も可能である

が，その場合には，化学式の添え字が表示できな

い，フェニル基などの表示ができないなどの問題

があり，それらの問題は特に有機化学の初学者に

とっては重大な欠点になる。また，研究用のデー

タベースでは検索の際の約束事などが多く，初心

者が気軽に検索することができないなどの不都合

がある。

　そこで基本的な化学物質約 100 種類についてテ

キストベースの化合物データベースとそれらを表

示するプログラムを作成した（図 1）。プログラム

を起動すると五十音順に並んだ化合物の一覧が表

示され，参照したい化合物を選択すると，その化

合物の名称，構造式，融点，沸点，比重，主な性

質などが表示される。学生実験室にパソコンを1

台用意してこのプログラムを動作させておくと，

実験に使用する試薬の性質などを学生が自由に調

べることができる。また，化合物のデータの変更

や削除が容易なので，特殊な試薬であっても必要

な試薬のデータの追加が自由にできる。

　便覧や辞典類の調べ方を学生に学習させる事も

重要であるが，実際には図書館に常備されている

便覧の冊数が限られるために，他人のデータを写

す場合が多いのが実情である。それに対してパソ

コンであれば実験室で検索でき，検索結果を数人

で見ることもできるという利点がある。実際，学

生は実験の空いた時間を利用して自分たちの使っ

た試薬の性質を積極的に調べて記録するように

なった。

　このプログラムを改良して例えば特定の官能基

を持つ化合物を選び出す機能や融点や沸点がある

範囲にある化合物を選び出す機能などを付加する

と有機系の研究室における試薬の在庫管理や研究

用としてもさらに利用価値のあるものになると考

えている。

　なお，本間ら（1993）は，表計算ソフトのデー

図 1  化合物データベースの例
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タを変換して添え字や分子モデルを画面に表示す

ることを可能にしたデータベース用のソフトを作

成し，医薬品や農薬などの化合物のデータと共に

インターネット上で公開している（図 2 ）。

3. 2 「分子の電子図鑑」

　大学初級程度の学生にとっては，有機化合物の

分子の立体的な構造をイメージすることは大変困

難であるが，獅々堀ら（1991 年）が作成したプロ

グラムでは，化学構造式と立体的な分子モデル

（棒球モデルと空間充填モデルの切替が可能）を

対比させることができるため特に初学者にとって

は大変わかりやすいものになっている（図 3 ）。こ

のブログラムでは化合物名の一覧から表示させた

い化合物を選択すると，その化合物の化学構造式

と共に立体的な分子モデルが表示され，ファンク

ションキーを押すことによってその化合物の物理

的・化学的性質・製法・反応性，用途・生物学的

図 3  分子の電子図鑑（獅々堀ら）

図 2  化合物データベースの例（本間ら）
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性質なとを表示させることができる。現在まで一

般の有機化合物，タンパク質・核酸・生理活性物

質など数百種類の化合物のデ一夕が蓄積されてい

る。ただし，データの変更や追加はできない。

3. 3 化学英単語の学習プログラム

　有機化学関係の英語の専門書や論文を読むため

には，一般的な英単語の知識のみでは不十分であ

り，名詞に限らず動詞，形容詞などでも専門分野

で使う特殊な訳語がある場合が多い。そのため初

めて有機化学関係の英文に接する者にとってはそ

れを正しく翻訳することは大変困難である。

　そこで，我々は専門分野で使う英単語のデータ

集をパソコン上で作成し，更にそれらのデ一タを

使ってゲーム形式で楽しみながら化学英単語を学

習できるプログラムを作成した（図 4）。

　プログラムは，MS-DOS上のQUICK-BASICで

書かれている。単語データはテキストファイル形

式であるため，自由に追加・訂正ができる（図 5）。

　ゲームの概要は，英単語のスペルを当てるもの

である。 1 問ずつ単語の意味やヒントが表示され，

学生はそれを手掛かりとして，その単語のスペル

に含まれると思われる文字を 1 文字ずつキーボー

ドから入力する。間違った文字が入力されると，

風船が割れ，規定回数以上間違うと宙に浮かんで

いた主人公が地面に落ちてしまう。正しいスペル

を入力するか，間違いが規定回数を越えると，次

の新しい単語が出題される。

　終了キーを押すと，個人名，実施日時，出題単

語数，正解数などがファイルに記録されゲームが

終了する。ゲームの制限時間やミスの許容回数な

どは対話形式で変更が可能である。

　苫小牧高専では化学英単語については単独のパ

ソコン上で運用されているが，このプログラムを

利用して一般の英単語を学習するプログラムを

ネットワーク上で運用している。サーバーとして

はVAX 4000（日本DEC），端末としてはPC- 9801

US（NEC）40 台を用いている。学生は端末に起

動用のディスクを入れて，プログラム名を入力す

るだけで自動的にゲームが開始される。学生個人

毎の単語データファイルがサーバー上にあり，終

了時には正解した単語が削除された新しい単語

データファイルが作成される。やればやるほど単

語数が減ってゆくので学習の励みになると同時

に，不正解の単語は何回も出題されるという反復

学習の効果も期待できる。　

　単語データは現在も追加中であるが，元素名・

化合物名，器具名，実験項に良く出る簡単な動詞

や形容詞などを中心に作成した。また，化合物名

などについてはヒントの中に特に重要な化学的な

性質や，化合物名の由来などを入れ， 化学的な知

識の習得にも効果があるように工夫した。

　学生の実施結果は，すべて 1 つのファイルに記

録されるので教師がいつでも情報を参照すること

ができる。

　授業でこのプログラムを実施した後，学生に対

してアンケート調査を行なった。その結果，半数

以上の学生が興味を持ってゲームを進めることが

できたと回答している。また同じ単語が複数回出

題されるのでスペルの勉強になったという回答

や，知っている単語でも別の意味や用法が分かり

勉強になったという回答も多かった。

　問題点としては，用意した単語データのレベル

が高過ぎ，ほとんど正解できなかったために興味

を失ってしまったと見られる学生がいたことなど

が挙げられるが，全体的にはこのプログラムが単

語の学習に対して有効であるという肯定的な意見

が多かった。

　また，本来このプログラムは個人学習用に作ら

れたものであるが， 1 台のパソコンに向かって数

人でやると，お互いの知識を補完し合えるため正

解率も上がり，非常に熱心に行う傾向が見られる

ことがわかった。従って，例えば実験室にこのプ

ログラムを入れたパソコンを数台用意して自由な

時間にゲームを行わせるなどの利用方法も考えら

れる。

4. まとめ
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図 4  化学英語の学習用ゲーム

図 5  化学英単語のデータの例
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　有機化合物について簡単なデータベースソフト

を作成し学生実験の際に使用した。その結果，学

生は積極的に化合物の特性や性質などを調べるよ

うになってきた。また，化学英単語をゲーム形式

で学習するソフトを作成し使用した。ゲーム形式

であるため学生は興味を持って取り組んだ。今後

は，化合物データベースについては検索機能の充

実，単語データベースについてはデータの追加や

機械・電気などの他の専門分野の単語データの作

成などを行う予定である。
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